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　ナデシコビジョン2023（名東区将来ビジョン）は、区民会議での議論や区民の皆さ

まからのご意見をもとに、2023年に向けて名東区がめざすべき姿を明らかにし、その

実現に向けた取り組みをまとめたものです。

　子どもや子育て世帯が多い一方、急速に高齢化が進んでいる名東区。安心・安全なま

ちづくりへの関心が高い名東区。豊かな自然にあふれ、スポーツや文化・芸術活動が活

発な名東区。これらの現状や課題を踏まえ、「未来」「ひとの輪」「地域」「きれい」

「笑顔」をキーワードに5つの将来像を掲げました。

　今後は、ビジョンに掲げる施策の目的や方向性を区民、市民団体、事業者の皆さまや

関係機関と共有し、協働・連携を進めることにより、このビジョンの基本理念である

『つながるまち、ひろがるまち名東』の実現をめざします。

　人の「つながり」によって生まれた輪が地域の力となり、まちの活気が「ひろが

り」、名東区がより住みたくなるまちとなるよう、皆さまとともに職員一丸となって取

り組んでまいります。

　今後とも区政へのご支援、ご協力をよろしくお願いします。

名東区長　　土本 仁美
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　名東区将来ビジョンは、区を取り巻く社会状況の変化を踏まえ、めざすべき区の姿を

明らかにし、その実現に向けた中長期の取り組みを体系化するものです。「名古屋市総

合計画 2023」と整合性をはかりながら、区における独自施策や区で展開する市の各局

施策のうち区の特色を生かした施策をまとめ、区における個別計画として策定します。

 また、名東区の花である「ナデシコ」を区への愛着、区の一体感を示す共通のシンボル

として広く普及するよう、区将来ビジョンを「ナデシコビジョン」という愛称で呼びます。

令和 2（2020）年度から令和 5（2023）年度までの４か年計画とします。 

   （「名古屋市総合計画2023」と終了時期を合わせます。） 

（区将来ビジョン ）
ナデシコビジョン

ナデシコプラン
（区政運営方針）

２０２０ － ２０２３ 

２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３ 

は じ め に  

ナデシコビジョン（名東区将来ビジョン）とは１

ナデシコプラン（名東区区政運営方針）との関係2

計画期間3

Ⅰ

　ナデシコプラン（名東区区政運営方針）は、中長期の取り組みを体系化した名東区将

来ビジョンを踏まえ、各年度の目標や重点的な取り組みを明確にしたものです。

　また、名東区将来ビジョンに掲げた施策の成果指標について、ナデシコプランで進捗

管理を行います。
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名東区では平成 19（2007）年に公表された「区役所改革基本計画」を受け、平成 20

（2008）年度から毎年度「ナデシコプラン（区政運営方針）」を策定し、区民の皆さま

とともに多様な施策を展開してまいりました。 

プランでは『つながるまち、ひろがるまち名東』を理念として掲げ、「人と人のつなが

り」を起点に地域の輪を広げ、まちの活気につなげるという考えに立ったまちづくりを

進めるとともに、より広く理解や協力を得られるよう、理念の普及・浸透をめざして取

り組んでまいりました。 

今後、少子化・高齢化がさらに進行し、多様化・複雑化する社会経済環境下にある中

で、名東区が持続的に発展していくためには、人と人がつながり、絆を深め、地域社会

の中でみんなが互いに支え合うことがより大切になってきます。 

このビジョンの基本理念は、引き続き『つながるまち、ひろがるまち名東』とし、人

のつながりによって生まれた輪が、地域の大きな力となり、まちの活気につながるよう、

人の絆を大切にしたまちづくりを進めます。

区のシンボルマーク 

このマークは、区制施行５周年を記念して区民から募集

した作品から第一席の入選作を採用したものです。 

めいとうの『め』をデザインし、人の和と名古屋の東玄関

としての名古屋インターチェンジのイメージを盛り込んだ

ものです。 

基 本 理 念Ⅱ

『 つ な が る ま ち 、ひ ろ が る ま ち 名 東 』
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未 来

５ つ の 将 来 像 と 区 役 所 づ く りⅢ

基本理念を実現するために、5 つのキーワードをもとにめざすまちの将来像を掲げ、

区民の皆さまと施策の目的や方向性を共有し、具体的な取り組みを推進してまいります。

区の花/ナデシコ 区の木/ケヤキ

「つながるまち、ひろがるまち名東」の実現 

区制施行 15 周年を記念して、

区民の方々に「区の花」「区の

木」を募集し、その結果、応募

の一番多かった「ナデシコ」を

区の花、「ケヤキ」を区の木と

決定しました。 

親しまれ信頼される

区役所 

ひとの輪

笑 顔

地 域

きれい
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Ⅲ　５つの将来像と区役所づくり

親しまれ信頼される 区役所をめざして

（1）お客様に満足いただけるサービスを提供します 

（2）区民ニーズを的確に把握し、区政に反映します 

（3）区民の立場に立ち、よりわかりやすい情報発信・情報提供を進めます 

（4）区内公所や関係機関等との連携を強化します 

（5）公共施設の適切な維持管理、保有資産の有効活用を進めます 

笑顔がひろがる 魅力と交流のまち

(1)まちの魅力資源を活かし、にぎわいと交流のあるまちづくりを進め

ます 

(2)生涯を通してスポーツや文化・芸術活動に親しむまちづくりを進め

ます 

(3)区民が主体となり、多様な協働・連携を進めるまちづくりに取り組

みます 

きれいがひろがる 快適な環境のまち

(1)身近な自然に親しむ環境をつくります 

(2)快適な生活環境づくりを進めます 

(3)次世代につなぐ環境に配慮した暮らしを推進します 

地域がつながる 安心・安全なまち

(１)災害に備え「自助」「共助」「公助」の役割を意識し、迅速かつ的確

な対応が行える災害に強いまちづくりを進めます 

(２)犯罪や交通事故がなく、安心で安全な地域づくりを進めます 

ひとの輪がひろがる 助けあいのまち

(1)高齢者や障害者など誰もが地域で安心して暮らせるよう支援します 

(2)地域ぐるみで共に助けあい、互いに尊重し認めあい、共生できるまち

づくりを進めます 

(3)いくつになっても健康で生きがいを持って暮らし、地域で活躍できる

よう支援します

未来につながる 子育てしやすいまち

(1)地域で安心して子育てができる環境づくりを進めます 

(2)子どもや青少年が地域で健やかに成長できる環境づくりを進めます 

(3)子どもを虐待から守るまちづくりを進めます 

将来像２

将来像３

将来像４

将来像５

将来像１

区役所づくり
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すくすくメイト～子育てふれあい広場～ 子育てミニ広場 

子育ての不安感や負担感・孤立感が軽減され、地域で安心して子どもを生み育てられる 

子どもが虐待から守られ、心身ともに健康に育ち、社会的に自立した大人に成長していく

指標 直近の現状値 
目標値 

令和 5(2023)年度

％59％09合割の民区う思とだちまいすやして育子

人08人53数者加参の会談相るよに人内案育保

児童虐待の通告先（児童相談所又は区役所）を知っている

区民の割合  
70％ 80％

め ざ す 姿

未来につながる

　　子育てしやすいまち  
将来像１ 

成 果 指 標

①

②

− 5 −



施施策策((11)) 地地域域でで安安心心ししてて子子育育ててががででききるる環環境境づづくくりりをを

進進めめまますす

【子育て支援の充実】 

●子育ての悩みや不安を軽減し、妊娠期（母子健康手帳交付時）

からの切れ目のない支援を実施する「子育て世代包括支援セ

ンター（子育て総合相談窓口）」を一層周知し、区役所にお

ける相談体制の充実をはかります 

●子育て中の親子の交流や身近な相談の場として、地域子育

て支援センターに加え、「子育て支援応援事業①」を実施す

ることにより、安心して子どもを生み育てることができる

環境づくりにつとめます 

●初めてパパ、ママになる方のための「パパママ教室」や「い

やいや期の子育て教室」など子育てに役立つ講座・教室を開

催します 

●保育を希望される保護者に対しては、区役所窓口に加え、よ

り身近な場所でも相談できるよう、保育案内人による「出張

保育相談窓口の増設②」をし、アウトリーチ化※を推進します

●「のびのび子育てをあなたがサポート③」により、子育ての

ちょっとした手助けを求める転入者を中心としたニーズに

対応し、地域で子育てを支えるまちづくりを進めます

●今後の子育て支援に反映するため、「パパママの生の声を聴

こう！④」に積極的に取り組み、これまで把握しきれなかっ

た子育て当事者のニーズを的確に捉えます

【子育て交流の場の推進】 

●「子育てふれあい広場」や「子育てミニ広場」の開催、「子

育てサロン」の支援など、地域と連携しながら子育てを通し

て親子交流ができる機会を創出し、子育てを楽しめる環境

づくりに取り組みます 

施策の方向性 

子育てサロン

子育てふれあい広場

子育てミニ広場

子育て相談窓口

パパママ教室

※アウトリーチ

　行政、支援機関などが地域に出向いて、相談・援助を行うこと。
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施施策策((22)) 子子どどももやや青青少少年年がが地地域域でで健健ややかかにに成成長長ででききるる

環環境境づづくくりりをを進進めめまますす

【子どもの成長への支援】 

●未来を担う子どもが心身ともに健やかに成長できるよう、

「絵本でつながる親子の時間⑤」、「健診時の絵本読み聞か

せ」、ジュニアスポーツの支援により読書やスポーツに親

しむ環境づくりを進めます 

●地域や関係機関と連携し、世代を超えた人との交流として

児童館・福祉会館の交流や「ふれあい・いきいきサロン」

など子どもが様々な体験を通して心身ともに豊かに成長

できるように取り組みます 

●子ども会への加入促進を図るため、地域への情報発信を行

う「子ども会壁新聞展」などの子ども会活動を支援します

【青少年健全育成の推進】 

●「青少年育成区民のつどい」を開催するなど、青少年の健

全育成を推進するまちづくりを行います 

●学生など若者が様々な主体と連携・協働しながら、地域な

どで活躍できるまちづくりに取り組みます 

施施策策((33)) 子子どどももをを虐虐待待かからら守守るるままちちづづくくりりをを進進めめまますす

【虐待防止の強化】 

●助産師による「特定妊婦訪問支援事業」や保健師・助産師

による「乳児家庭全戸訪問事業」、「未就園児の訪問事業⑥」

で妊娠期から就学まで途切れないサポートを行い、児童虐

待防止や子育て支援につとめます 

●「イライラしない子育て講座」をはじめとする子育て支援

講座を開催するなど子どもが健やかに育つよう、子どもを

虐待から守るまちづくりを進めます 

●「知っていますか『１８９（イチハヤク）』　」により、児⑦※

童虐待の通告先として「１８９ 」を周知するとともに、

地域・関係機関等との連携を強化し、虐待など特に支援を

要する子どもの早期発見、早期対応をはかります 

※１８９（イチハヤク）

 虐待かもと思ったときなどに、すぐに

児童相談所に通告・相談ができる全国共

通の電話番号。「１８９」にかけると近く

の児童相談所につながります。通告・相

談は匿名で行うこともでき、通告・相談

をした人、その内容に関する秘密は守ら

れます。 

（注）①～⑦は８頁参照 

イライラしない子育て講座

青少年育成区民のつどい

健診時の絵本読み聞かせ

ジュニアスポーツ

子ども会壁新聞
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施策(1) 地域で安心して子育てができる環境づくりを進めます

事 業 名 事 業 概 要 

① 子育て支援応援事業 子育て親子の交流や子育てに関する相談を身近なところでできる

環境を整えるため、公募により地域の子育て支援に意欲のある団

体などを助成し育成します 

② 出張保育相談窓口の増設 保育所等において実施している保育案内人による出張相談会を増

やし、保育を希望する保護者が相談しやすい環境をつくります 

③ のびのび子育てをあなたがサポ

ート 

子育てが落ち着いた世代が集まる場を活用することで効果的に働

きかけ、利用について高いニーズのある「名古屋のびのび子育て

サポート事業※」の提供会員の増加に取り組みます 

④ パパママの生の声を聴こう！ 「子育てふれあい広場」などのイベントや「子育てサロン」などの

子育て中のパパママが集まる場を積極的に利用し、インタビュー

やオープンサロンなどの手法を用いて子育てに関する多様なニー

ズを把握します 

施策(2) 子どもや青少年が地域で健やかに成長できる環境づくりを進めます

施策(3) 子どもを虐待から守るまちづくりを進めます

事 業 名 事 業 概 要 

⑥ 未就園児の訪問事業 乳幼児健診や義務教育である小学校では安全を確認する機会があ

りますが、4歳から就学までの未就園児は同様の仕組み等によっ

て安全を確認する機会がないため、対象の未就園児を家庭訪問し、

必要とする支援につなぎます 

⑦ 知っていますか「１８９（イチハ

ヤク）」 
区民まつりや地域活動など、区民が集まる行事や場を活用して児

童虐待について啓発するとともに、児童虐待の通告・相談先とし

て、児童相談所虐待対応ダイヤルである「１８９」を周知します

事 業 名 事 業 概 要 

⑤ 絵本でつながる親子の時間 絵本を媒介とした親と子の心の触れ合いが、子育て世帯に広がる

ように子育て支援者を育てます 

親子向けに絵本を媒介とした出会いの場をつくり、親と子、親と

親をつなぎ、子育ての不安感や負担感・孤立感を軽減します 

各施策における新規・拡充事業

※　名古屋のびのび子育てサポート事業：子育てのお手伝いをしたい方（提供会員）を、子育ての手助けをして欲しい方（依頼会員）

　　に紹介して、預かりや送迎を行うなど、会員同士が助け合って、地域の子育てを応援する事業  
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ひとの輪がひろがる

　　助けあいのまち  
将来像２ 

地域住民の誰もが住み慣れた地域で助けあい、安心して尊厳のある生活を送ることができて

いる 

生涯にわたり健康で、心豊かな生活を送ることができている

指標 直近の現状値 
目標値 

令和 5(2023)年度

区学91区学01数区学置設ェフカ症知認

困ったときに相談できる人が隣近所や地域にいる高齢者

の割合 
 52.4％    65％

％1.17％3.36合割の者齢高るいてじ感とるあで康健

めいとう福祉まつり めいとう介護フェア 

め ざ す 姿

成 果 指 標

①

②
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施施策策((11)) 高高齢齢者者やや障障害害者者ななどど誰誰ももがが地地域域でで安安心心ししてて

暮暮ららせせるるよようう支支援援ししまますす

【高齢者の支援】 

●高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、現在構

築を進めている、医療、介護、在宅医療・介護連携、認知症

施策、介護予防、生活支援、住まいが一体的に提供される仕

組みである「地域包括ケアシステム※」の普及啓発をはかり

ます

●地域における「在宅療養の理解促進を図る勉強会の開催①」、

医療介護関係者等の多職種連携の推進、「はち丸ネットワー

ク」の運用による療養者情報の医療介護関係者間での共有等

により、在宅医療と介護の連携を強化します 

●「認知症市民講演会」の開催や「認知症サポーターの拡大・

フォローアップ講座の充実②」により、認知症の方への理解

を深めます。また、令和元年 10月から本格導入した「はい

かい高齢者捜索システム※」の普及利用促進につとめるとと

もに、地域に働きかけることにより仲間づくりや情報交換

の場になる「認知症カフェの増設 ③」をはかり、認知症の方

や家族に対する支援を進めます 

●高齢者等のちょっとした困りごとを「ご近所ボランティア」

で対応する「地域支えあい事業」の実施学区の拡大や、新た

に地域支えあい事業に準じた地域住民による「地域支えあ

い相談窓口の開設・運営支援④」、「ふれあい・いきいきサロ

ンの拡充に向けた支援⑤」等により、地域と連携して高齢者

の生活を支援するとともに、孤立を防止します 

●認知症予防・運動機能・栄養・口腔等に関する知識等を学ぶ

場である「いきいき教室 」や、大学と連携した健康づくりの

きっかけとなるための「なごや健康カレッジ」、「介護フェア」

の開催及び「介護予防（フレイル※予防）⑥

※

」マップの作成等

により、認知症予防を含む介護予防につとめます 

※はいかい高齢者捜索システム

　高齢者の方に GPS 端末をお持ちいた

だき、行方不明となった場合に位置を検索

するシステム。 

地域包括ケア区民のつどい

認知症市民講演会

認知症カフェ

ふれあい・いきいきサロン

施策の方向性 

※フレイル

　加齢による虚弱。心身の活力が低下し、要介護などにつながる危険性が高

く、健康な状態と要介護状態の中間的な段階であるが、早期に適切な介入・

支援を行うことにより生活機能の維持・改善が可能な状態。

※いきいき教室

　ここからチェンジ、ウォーキング講座、食力UP等の教室を実施。
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【障害者の支援】 

●障害や障害者に対する理解がより一層深まるよう、講演会の

開催等、普及啓発活動に取り組みます⑦

●授産製品の展示・販売を行うなど、障害者の地域での活動を

応援し、自立生活を支援します 

●区内の福祉関係施設・団体、ボランティア、学校、企業など

と連携して「めいとう福祉まつり」を開催し、ふれあいを通

じた福祉意識の啓発、特に障害者への理解促進を進めます 

【生活保護受給者等に対する支援】 

●生活保護受給者に対して就労支援を進めるとともに、生活

困窮する方に対し、「仕事・暮らし自立サポートセンター」

の周知、紹介等につとめ、自立を支援します 

授産製品の展示・販売

※地域包括ケアシステム

 団塊の世代が後期高齢者となる 2025年に向け「住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続ける」ことができ

るよう、医療・介護・予防・生活支援・住まい・認知症施策が一体的に提供される仕組み。 

（注）①～⑦は１３頁参照 

◆「病院」から「地域」の医療
◆在宅医療（看取りを含む）の充実
・在宅医連絡協議会
・訪問看護ステーション連絡会

◆在宅医療研修会

◆介護保険介護サービス
◆介護フェアの開催
◆介護保険関係事業者連絡会による
人材育成・発掘の支援

◆地域支えあい事業
◆ふれあい・いきいきサロン
◆めいとうライフサポーターズ講座
◆めいとう総合見守り支援事業
◆地域支援ネットワーク（孤立対策）
◆老人クラブによる友愛活動事業

自宅・サービス付高齢者向け住宅等

急性期病院

地域の病院

配食、ごみ出し、買い物支援、

交流サロン、見守り等

◆地域包括ケア推進会議
◆認知症専門部会 ◆生活支援連絡会（部会） ◆孤立対策部会◆介護予防検討会

◆在宅医療・介護連携推進会議

住 ま い

連
携

◆認知症市民講演会の開催
◆認知症ケアパス・社会資源情報の発行
◆認知症カフェ（開設支援・運営者支援・チラシ）
◆認知症初期集中支援チーム
◆はいかい高齢者おかえり支援事業模擬訓練
◆認知症予防講座及び
認知症予防リーダー養成講座

◆認知症サポーター養成講座及び
フォローアップ講座・サポーターの活用
◆大学生・高校生への認知症啓発事業
◆図書館での親子向け認知症啓発事業

認知症施策の充実・強化

事 務 局 （相談窓口）
区役所保健福祉センター
社会福祉協議会 いきいき支援センター
はち丸在宅支援センター

地域包括ケア
推進体制

高 齢 者 を 地 域 で 支 え る
（医療・在宅医療介護連携・介護・介護予防・生活支援・住まい・認知症施策）

介 護

◆地域包括ケア区民のつどいの開催
◆多職種連携に関する研修・学習会
◆はち丸ネットワーク（ＩＣＴツール）
による情報共有と連携強化

◆学区においての在宅療養の勉強会開催

在宅医療と介護の連携強化

生 活 支 援

かかりつけ医

医 療

生活支援サービスの充実

在宅医療の推進

認 知 症 施 策

◆介護予防・生活支援サービス事業
◆一般介護予防事業
・高齢者サロン
・高齢者の健康づくり事業
・はつらつ長寿推進事業

◆介護予防に関する住民向け勉強会

介 護 予 防
介護予防事業の推進

◆介護者の支援（チラシ）
◆孤立対策の啓発（チラシ）

その他

名東区の地域包括ケアシステム構築の取り組み
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施施策策((22)) 地地域域ぐぐるるみみでで共共にに助助けけああいい、、互互いいにに尊尊重重しし

認認めめああいい、、共共生生ででききるるままちちづづくくりりをを進進めめまますす

【高齢者等の見守り支援】 

●高齢者福祉相談員による高齢者訪問、事業者との連携によ

る日常における高齢者の見守り、「めいとう総合見守り支援

事業」での要支援者の見守りなど、地域や関係機関等と連携

しながら推進するとともに、今後一層の「高齢者見守りネッ

トワークの強化⑧」をはかっていきます 

●緊急時・災害時に高齢者等の救援が迅速に行えるよう「めい

とうＳＯＳあんしんカード・ポット※」の活用・普及につと

めます 

【人権尊重のまちづくり】 

●時勢に応じた人権課題をテーマとした講演会の開催など、区

民一人ひとりの人権を互いに尊重し認めあい、共生できるま

ちづくりを進めます 

施施策策((33)) いいくくつつににななっっててもも健健康康でで生生ききががいいをを持持っってて暮暮

ららしし、、地地域域でで活活躍躍ででききるるよようう支支援援ししまますす

【健康づくりの推進】 

●０歳から就学前の乳幼児とその保護者を対象にした「歯と口

の 1日健康センター」、ショッピングセンターなど多くの方

が利用する場所での「出張健康相談」、コミュニティセンタ

ーなど身近な場所での「乳がん検診」など、子どもから高齢

者まで幅広い世代の区民一人ひとりが健康づくりに取り組

み、健康寿命を長く保つように推進します 

●食や健康に関する情報を発信する「食育推進協力店」を増や

すなど、地域と連携した食育を推進します 

【高齢者の社会参加・活躍の促進】 

●「60歳の門出を祝う会～還暦式～」への参加をきっかけと

した「まだまだ現役世代！地域デビュー応援事業⑨」の実施

により、還暦式参加者をはじめとする元気な高齢者の社会参

加・活躍を促進します 

歯と口の１日健康センター

※SOS あんしんカード・ポット 

　緊急時・災害時に高齢者や障害者の

救援が速やかに 

行えるよう、医 

療情報や緊急連 

絡先などを記録 

し携帯または冷 

蔵庫に保管して 

おく 。

還暦式

人権尊重のまちづくり事業講演会

出張健康相談

（注）⑧～⑨は１４頁参照 

乳がん検診

施策の方向性 
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各施策における新規・拡充事業

施策(1) 高齢者や障害者など誰もが地域で安心して暮らせるよう支援します

事 業 名 事 業 概 要 

① 在宅療養の理解促進を図る勉

強会の開催 
かかりつけ医の普及啓発や訪問看護師の役割、もしバナゲーム等を用

いてのＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング…もしものときのた

めに、本人が望む医療やケアについて、前もって考え、繰り返し話し

合い共有する取組み）についての勉強会を、さらに内容等を充実させ

て実施し、区民の在宅療養への理解を深め普及を促進します 

② 認知症サポーターの拡大・フ

ォローアップ講座の充実 
認知症サポーター養成講座の対象を広げ、認知症サポーターを増やす

とともに、より深く認知症について学び、地域での活動に活かしてい

ただけるように、フォローアップ講座についても充実します 

③ 認知症カフェの増設 認知症に関心のある誰もが気軽に集まれる場となる認知症カフェに

ついて、身近な場所で利用できるように地域に設置を働きかけ、すべ

ての小学校区で一か所以上の設置をめざします 

④ 地域支えあい事業の実施学区

拡大と「地域支えあい相談窓

口」の開設・運営支援 

高齢者等のちょっとした困りごとを各学区の身近な相談窓口で受け

付け、ご近所のボランティアによって解決していく「地域支えあい事

業」の実施学区の拡大を働きかけます。また、「地域支えあい事業」

を実施しない学区についても、新たに地域支えあい事業に準じた地域

住民による身近な相談窓口である「地域支えあい相談窓口」の開設・

運営支援を行い、全学区での相談窓口の設置をめざします 

⑤ ふれあい・いきいきサロンの

拡充に向けた支援 
高齢者等が身近な場所で気軽に集い交流できる「ふれあい・いきいき

サロン」の開設支援を引き続き行うとともに、世代を超えた交流の機

会や見守り、困りごとの発見・相談支援拠点となるよう、既存のサロ

ンの機能拡充をめざして運営支援を行います 

⑥ 介護予防（フレイル予防）の推

進 
地域の方が身近な場所に集まって交流し、介護予防につとめる場を紹

介するため、介護予防検討会で、行政や関係機関が実施している介護

予防事業や地域で実施している高齢者サロンやインフォーマルな活

動を共有・集約し、介護予防（フレイル予防）マップを作成します 

また、「ふれあい・いきいきサロン」等へのリハビリテーション専門

職の派遣を推進します 

⑦ 障害や障害者に対する理解の

促進 
障害や障害者に対する理解を深めることを目的として、名東区自立支

援連絡協議会等の関係機関と連携して、講演会の開催や障害者擬似体

験事業の推進をはかります 
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施策(2) 地域ぐるみで共に助けあい、互いに尊重し認めあい、共生できるまちづくりを進めます

事 業 名 事 業 概 要 

⑧ 高齢者見守りネットワークの強化 高齢者福祉相談員による高齢者訪問を、より見守り支援

が必要な方に手厚い訪問となるように見直すとともに、

地域住民への啓発により「見守る目」を増やすなど、要支

援者に対する見守り支援の拡大をはかります 

また、日常における高齢者等の見守りについて、事業者

との連携を強化します 

施策(3) いくつになっても健康で生きがいを持って暮らし、地域で活躍できるよう支援します

事 業 名  事 業 概 要 

⑨ まだまだ現役世代！地域デビュー応援事

業 
「60 歳の門出を祝う会～還暦式～」への参加をきっかけ

に、名東区内で開催している講座や行事等への参加の呼

びかけ、関心の高い事項の勉強会や健康維持のための企

画等の開催及び参加の呼びかけ、還暦式参加者をはじめ

とする元気な高齢者が自主的に学習・活動するグループ

への加入・参加の呼びかけなどを行い、地域活動への参加

につなげます 
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め ざ す 姿

地域がつながる

　　安心・安全なまち
将来像３ 

指標 直近の現状値 
目標値 

令和 5(2023)年度

家庭内で３日分の備蓄物資が備えられている区民の割合 51.1% 80%

件006件030,1数件知認犯法刑

件083件785）故事身人（数件故事通交

総合水防訓練 総合防災訓練 

成 果 指 標

① 地域住民と行政が協力し、災害への備えができている 

② 地域住民と行政が協力して、犯罪、交通事故が起こりにくいまちになっている
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施策の方向性 

施施策策((11)) 災災害害にに備備ええ、、「「自自助助」」「「共共助助」」「「公公助助」」のの役役割割をを

意意識識しし、、迅迅速速かかつつ的的確確なな対対応応がが行行ええるる災災害害にに

強強いいままちちづづくくりりをを進進めめまますす

【自助力の向上】 

●「防災相談会①」、「あなたの家庭の防災アシスト事業②」を

実施し、自宅の耐震対策の促進・家庭内備蓄・家具の転倒

防止措置等、日頃からの備えの大切さの啓発に取り組みま

す 

●幼児には、「幼児とパパ・ママ世代の防災あんしん事業③」

を実施し、小学生には、「総合防災訓練」や「A（あんしん）

A（あんぜん）ひろば～防災～④」に参加してもらうことで

幼少期からの防火防災教育を計画的に進めます 

●災害時にペットとの同行避難するための備えの啓発など

に取り組みます 

【地域全体の災害時対応力の向上】 

●「自主防災訓練」、「体験！地震直後の声かけ救援事業⑤」

などを実施し、自主防災活動が効果的・実践的に行われる

よう支援します 

また、自主防災会長として必要な知識・技術を習得するた

めの「自主防災リーダー講習会」も実施します 

●「指定避難所運営訓練」を実施し、迅速かつ円滑に指定避

難所の運営ができるよう支援します 

また、指定避難所運営のノウハウ等を習得してもらうため

に、「指定避難所運営リーダー研修」も実施します 

●「総合水防訓練」、「総合防災訓練」により関係機関や教育

機関・ボランティア等との連携、区災害対策本部と救助地

区本部の連絡体制、災害時の地域対応力などの強化をは

かり、防災対策の推進をはかります 

また、「総合防災訓練への障害者の参加⑥」により、災害時

に障害者へ配慮すべき事項等をお互いに確認する機会を提

供します 

●「めいとう総合見守り支援事業⑦※ 」を推進し、“いざ”と

いうときに地域で助けあえるよう支援します 

【区災害対策本部の強化】 

●「初動対応訓練」、「職員研修」を実施し、職員の意識向上

をはかるとともに、「区防災調整会議」を開催し、関係機関

と連携し、区災害対策本部の機能を強化します 

※「めいとう総合見守り支援事業」

ひとり暮らし高齢者や障害者などに

対し、日ごろの見守り活動を行うととも

に、“いざ”災害時に「共助」による迅

速な安否確認や避難支援が行えるよう、

区と地域が一体となって取り組んでい

る事業です。 

“いざ”に備えて各学区や見守り支援事

業登録者に協力いただき、地域の方で登

録者の避難支援を行う救援訓練をして

います。 

幼児とパパ・ママ世代の防災あんしん事業 

自主防災訓練 

指定避難所運営訓練 

めいとう総合見守り支援事業 救援訓練 
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●「医療救護所訓練」を実施し、負傷者の手当が迅速に行える

よう医師会をはじめ関係機関と連携を強化します 

【道路・公園等の適切な管理】 

●パトロール等による異常・危険箇所の早期発見・整備を計画

的に進め、道路・公園等の維持管理につとめ、災害に対する

日ごろからの備えを行っていきます 

【火災予防・救急救命体制の推進】 

●住宅用火災警報器の啓発などにより、火災による被害を低

減するとともに、増加する救急需要に的確に対応し、災害に

強いまちづくりを進めます 

●消防団への加入を促進するとともに、意見交換や連携訓練

を通して署と団の連携を強化し、災害活動能力の向上をは

かります 

施施策策((22)) 犯犯罪罪やや交交通通事事故故ががななくく、、安安心心でで安安全全なな地地域域

づづくくりりをを進進めめまますす

【地域の防犯力の向上】 

●学区各種団体・名東区防犯協会連合会・名東警察署との協働

で啓発活動や住宅の防犯診断、防犯区民教室等を実施する

とともに、住宅侵入盗や自動車盗の被害防止のためのパト

ロールを行います

また、特殊詐欺の発生を未然に防止するなど、区内の事業者

との連携による「パートナーシップ事業」を進めます 

【交通事故のないまちづくりの推進】 

●交通事故死ゼロの日や春・夏・秋・年末の交通安全市民運動

の期間、登下校時など警察署と協力しながら地域の方々や

事業者の方々と一緒に区内各地で街頭啓発、見守り活動、「A

（あんしん）A（あんぜん）ひろば～防犯・交通安全～⑧」

を行うなど、交通事故のないまちづくりを推進します 

【警察との連携による情報提供】 

●警察署との情報共有を密に行い、警察署が提供する「パトネ

ットあいち」の情報や犯罪・交通事故の傾向について区SNS

などを活用しながら効果的に広報します 

交通安全教室

防犯キャンペーン

医療救護所訓練 

交通安全キャンペーン

道路維持管理 

消防団活動 

（注）①～⑦は１８頁参照
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各施策における新規・拡充事業

施策(1) 災害に備え、「自助」「共助」「公助」の役割を意識し、迅速かつ的確な対応が行える災害に

強いまちづくりを進めます

事 業 名 事 業 概 要 

① 防災相談会の実施 イベントを通じて、備蓄物資の見本や家具転倒防止に使用する道

具の見本を展示するとともに、相談コーナーを設置し、区民の防

災に関する疑問の解消をします 

② あなたの家庭の防災アシスト事

業 
学区単位や町内会単位で家庭の防災力チェック票を活用し、家具

の転倒防止や災害備蓄などの取り組みのアシストをします 

③ 幼児とパパ・ママ世代の防災あ

んしん事業 
防災絵本の読み聞かせや遊戯を通じて幼少期の子どもが自らの命

を守れるよう教育し、子育て世代に防災に親しみを持ってもらえ

る環境をつくります 

④ A（あんしん）A（あんぜん）ひ

ろば～防災～ 
子どもが安心して暮らせるまちをつくるため、A（あんしん）A（あ

んぜん）ひろば～防災・防犯・交通安全～の３事業を行います。こ

のうち将来像３施策(1)のなかでは、消防署を始め関係機関と協力

して防災をテーマにした出前授業やイベントを開催します 

⑤ 体験！地震直後の声かけ救援事

業 
地震発生時の身の守り方、ご家族、ご近所、町内に至るまでの安否

確認の流れを順序だてて模擬体験できる訓練を、地域のみなさま

だけで行えるように支援します 

⑥ 総合防災訓練への障害者の参加 名東区障害者自立支援連絡協議会や名東区手をつなぐ育成会など

の地域の関係団体と連携しながら、防災訓練に障害者が参加して

いただくとともに、災害時に障害者に配慮すべき事項などを相互

に確認する機会を提供する取り組みを進めます 

⑦ めいとう総合見守り支援事業の

強化 
リーフレットを活用し事業の認知度を上げるとともに要支援者の

新規登録者数の拡大を目指します。併せてマニュアルを活用し、

支援者のすそ野を広げるとともに、区民の“ひごろ”からの緩やか

な見守り活動や“いざ”災害時の救援訓練の実施など区と地域で

取り組みを進めます 

施策(2) 犯罪や交通事故がなく、安心で安全な地域づくりを進めます

事 業 名 事 業 概 要 

⑧ A（あんしん）A（あんぜん）ひ

ろば～防犯・交通安全～ 
将来像３施策(2)のなかでは、警察署を始め関係機関と協力して防

犯・交通安全をテーマにした出前授業やイベントを開催します 

− 18 −



きれいがひろがる

　　快適な環境のまち  
将来像４ 

め ざ す 姿

成 果 指 標

猪高緑地 明徳公園 

① 自然環境に対して親しみと魅力を感じられ、ルールやマナーが守られた快適な生活環境が確

保されている 

② 区民一人ひとりが地球にやさしい環境配慮行動を実践し、低炭素なライフスタイルが普及し

たまちで快適に暮らしている

指標 直近の現状値 
目標値 

令和 5(2023)年度

区内の 3 大緑地（猪高緑地、牧野ヶ池緑地、明徳公園）

に親しんだことがある区民の割合 
66.1％ 70％

ルールやマナーが守られ、快適な暮らしができていると

感じる区民の割合 
79.8％ 85％

日々の省エネに常に取り組む区民の割合    44.9％   50％
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施策の方向性 

施施策策((11)) 身身近近なな自自然然にに親親ししむむ環環境境ををつつくくりりまますす

【自然環境に親しむ機会の充実】 

●区内の豊かな自然の魅力をより身近に感じていただくため、

「メイトウ魅力発信 3 事業～緑地～①」や植物や生き物の生

態などを楽しく学ぶ自然散策会を開催するとともに、「なで

しこＫＡＤＡＮ」をはじめとした花づくりの活動支援を実施

し、花や緑に親しむ環境づくりを行います

【公園等の維持管理】 

●区内の公園緑地が利用しやすいよう、適切な維持管理につと

めます 

施施策策((22)) 快快適適なな生生活活環環境境づづくくりりをを進進めめまますす

【「きれいな」まちの推進】 

●地域の方に定期的な町内清掃や家の前の門掃き活動に取り

組んでいただくほか、6 月に全市一斉で行うクリーンキャン

ペーンや藤が丘駅周辺の路上禁煙地区でのパトロール、香流

川・植田川の清掃活動など、地域や事業者、ボランティア団

体とも連携してまちの美化に取り組みます 

●雑草が繁茂したまま放置されている空地や保安上危険であ

ったり、衛生上有害な空家について、地域の方の協力を得て、

定期的に調査を行い、所有者に対して適正な管理をしていた

だくよう依頼、指導します 

●地域の方や関係団体と協力して、藤が丘、本郷、上社、一社、

猪子石原、引山地区において、「放置自転車追放キャンペーン」

を実施し、歩道等の通行の確保や美しい景観を維持するとと

もに自転車の適正な利用やマナーの向上を呼び掛けます

特に藤が丘地区は他の地区と比べ放置自転車の数が突出し

ているため、地域や関係公所と連携して対策強化に取り組

みます 

牧野ヶ池緑地

自然散策会

クリーンキャンペーン

香流川クリーン大作戦

なでしこＫＡＤＡＮ

植田川クリーン活動

放置自転車追放キャンペーン

また、事業所周辺の道路清掃活動や協賛によるボランティ

ア袋の制作(ウェルカム名東・クリーンアップ事業）など、

区内の事業者との連携による「パートナーシップ事業」を

推進します
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【ペットマナーの向上】 

●「おさんぽマイスター宣言②」、「マナーつながる黄色い輪活

動③」を実施し、ペットの正しい飼い方についての意識向上

をはかります 

●不幸な猫を減らすとともに、快適な住環境を確保するた

め、猫の避妊・去勢手術費用の助成に取り組みます 

施施策策((33)) 次次世世代代ににつつななぐぐ環環境境にに配配慮慮ししたた暮暮ららししをを推推進進

ししまますす

【環境配慮行動の促進】 

●区民一人ひとりの環境問題に対する意識を高めるため、

「自然散策会」、「エコフェスタ名東※」を開催し、自然環境

に触れ合い、環境問題を考える機会をつくります 

●地球にやさしい環境配慮行動の実践に繋げていくため、

「エコアクション in名東④」を開催します。また、生物多

様性に配慮した行動を促すため、「スイレン抜根体験」や

「水辺の生き物調査」を開催します 

●省エネやＣＯ２削減の普及啓発のため、講習会を開催する

など「緑のカーテンづくり」を多くの方に広めます 

【ごみの減量の啓発強化】 

●子どもや学生に、ごみ・資源の分別や 3Ｒ※に関心を持って

もらうために、小学校での「出前講座」や「大学等と連携

したごみ・資源の適正な分別の推進⑤」を実施します

また、転入者が多い 3 月から 4 月に区役所にごみ案内所

を設け、適正な分別の徹底や 3Ｒの取り組みを推進し、さ

らなるごみ減量を進めます

※エコフェスタ名東

区を拠点として活動する環境団体等

と連携し、子どもたちが楽しみながら

環境問題を考えるイベントとして、例

年８月８日に開催しています。 

黄黄色色いいチチョョーーククをを用用いいたた

フフンン害害対対策策

スイレン抜根

生き物調査

路上禁煙キャンペーン

ごみに関する小学校出前講座 

（注）①～⑤は２２頁参照

※３Ｒ

　「Reduce＝リデュース（発生抑制）」「Reuse＝リユース（再使用）」

「Recycle＝リサイクル（再生利用）」の3つの頭文字をとった言葉で、

ごみ減量のために必要な取り組みを表す。
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各施策における新規・拡充事業

施策(1) 身近な自然に親しむ環境をつくります

事 業 名 事 業 概 要 

① メイトウ魅力発信３事業～緑地～ 名東区の 3 大魅力【緑地、音楽・芸術、歴史的資源】を発掘・発

信する事業として、メイトウ魅力発信 3 事業を行います 

このうち将来像４施策(1)のなかでは、緑地にあまりなじみのな

い区民、区外の方が、緑地を訪れるきっかけとなるような野外イ

ベントの実施、緑地を訪れた区民の皆さまに緑地の魅力あふれる

写真を SNS ※ 等で発信していただく事業を実施します（メイト

ウ魅力発信 3 事業～音楽・芸術、歴史的資源～は、P26 に掲載）

施策(2) 快適な生活環境づくりを進めます

事 業 名 事 業 概 要 

② おさんぽマイスター宣言 飼主に宣言書（愛犬を必ず引き綱でつなぎ、制御すること。散歩

中に排せつさせないしつけをし、散歩中にしてしまった場合はフ

ンの持ち帰りを行うことなど）を記載してもらい、おさんぽマイ

スターとして活動してもらうことで、個人のマナー意識に働きか

けます 

③ マナーつながる黄色い輪活動 犬のフン害でお困りの方に、黄色いチョークを用いたフン害対策

を紹介し、地域で活動してもらうことで常習的にフンを放置する

飼主の意識に働きかけ、マナーの向上をはかります 

施策(3) 次世代につなぐ環境に配慮した暮らしを推進します

事 業 名 事 業 概 要 

④ 「エコアクション in 名東」の開催 地球温暖化防止や生物多様性、ごみの削減などの環境問題に関心

を持ち、環境をよくするための行動（環境配慮行動）に積極的に

取り組むきっかけとなるよう、区民参加型イベントを実施します

⑤ 大学等と連携したごみ・資源の適

正な分別の推進 

大学生や専門学校生にごみ・資源を適正に分別してもらえるよ

う、区内・近隣市の大学や専門学校において分別方法を周知・啓

発します 

※　SNS：Social Networking Service(Site)の略。インターネット上で友人を紹介しあって、個人間の交流を支援するサービス（サイト） 
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笑顔がひろがる

　　魅力と交流のまち  
将来像５ 

め ざ す 姿

成 果 指 標

家族ジョギング・ウオーキング大会 わがまち名東ファミリーコンサート 

住んでいるまちに誇りと愛着をもち、主体的にまちづくりに参加し、にぎわいと 

魅力にあふれている

指標 直近の現状値 
目標値 

令和 5(2023)年度

まちに魅力を感じ、住み続けたいと思う区民の割合 73.9％ 80％

％05％6.34合割の民区るあがとこたし加参に動活域地
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施策の方向性 

施策(1) まちの魅力資源を活かし、にぎわいと交流の

あるまちづくりを進めます

【名東区の魅力発掘・発信】

●区への愛着と誇りの醸成をめざし、「メイトウ魅力発信 3 事

●区の花「ナデシコ」に愛着を持っていただけるように、「な

でしこＫＡＤＡＮ」の取り組みをはじめとして、区民・市民

団体の皆さま、事業者の皆さまにご協力いただき、区の花

「ナデシコ」をＰＲします 

【にぎわいと交流の支援】  

●区民のふれあい・交流をはかりながら区の個性や活力を発

信する「名東の日・区民まつり」の実施のほか、桜まつりへ

の参加をはじめ、区民の交流促進につながる地域イベント

の盛り上げを支援します 

施策(2) 生涯を通してスポーツや文化・芸術活動に

親しむまちづくりを進めます

【生涯学習の推進】 

●「家族ジョギング・ウオーキング大会」を始め、区民が気軽

にスポーツに親しみ、スポーツを通した交流ができるよう、

スポーツの振興をはかります 

ウェルカム名東フェスタ

「名東の日・区民まつり」平和の丘 春まつり

親子茶華道体験 in 蓮教寺

学習活動の発表（名東の日・区民まつり）

「名東の日・区民まつり」 高針村ふるさとまつり

「名東の日・区民まつり」 フェスタ５１０

業～音楽・芸術①、歴史的資源②、緑地～」の実施を通じ

て、名東区の文化・歴史・自然の魅力を新たに発掘する事

業を実施するとともに、「メイトウ情報チャンネル③」等

様々な媒体・機会を通じて、区の魅力を広く発信します 

●「若い世代の文化・芸術活動応援事業④」、子育て中の親

子向けの「わがまち名東ファミリーコンサート」を始め、

幼少期から文化・芸術に触れ、気軽に楽しめ交流できる場

を提供するなど、子どもから高齢者まで全ての世代の区民

が文化・芸術活動に参加できる環境づくりを進めるととも

に、文化・芸術団体の活動を支援します
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施策(3) 区民が主体となり、多様な協働・連携を進める

まちづくりに取り組みます

【地域コミュニティ活性化の支援】 

●「つながる・ひろがる交流会」など学区・地域活動団体など

との地域づくりを進め、「コミュニティ交流会」など地域コ

ミュニティ活動の活性化と交流を支援します 

●「なでしこパートナーシップ事業⑤」で地域活動団体や事業

者、ＮＰＯ・ボランティア、教育機関等、多様な主体とマル

チパートナーシップを進めます 

●町内会・自治会への加入を促進し、転入者をはじめ新たな人

材が地域活動に関わっていただけるように支援します 

●学区（団体）連絡協議会、区政協力委員・災害対策委員、民

生委員・児童委員、保健環境委員の方々や女性会、子ども会、

なごやかクラブ、消防団、小中学校 PTA、ボランティア、

NPOなどさまざまな地域活動を行っている皆さま、事業者

や関係機関と協働・連携し、安心・安全・快適なまちづくり

が実現できるように取り組みます

コミュニティ交流会

つながる・ひろがる交流会

防犯キャンペーン

（注）①～⑤は２６頁参照

パートナーシップ事業

パートナーシップ事業（登録証交付式）

防犯区民教室

●区役所・生涯学習センターが連携し、生涯を通して学習活

動が活発に行われ、その学びが社会に生かされるように支

援します 
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各施策における新規・拡充事業

施策(1) まちの魅力資源を活かし、にぎわいと交流のあるまちづくりを めます

事 業 名 事 業 概 要 

① メイトウ魅力発信３事業～音楽・芸

術～ 

名東区を中心に活動する音楽・芸術活動団体等の協力を得て、子

どもや親子を対象とした音楽・芸術イベントを実施することで、

子どもたちの豊かな感性を育みます 

② メイトウ魅力発信３事業～歴史的

資源～ 
国登録有形文化財の蓮教寺から周辺地域へ広がるイベント等の

実施により、歴史・文化の理解の促進と次世代への継承をはかり

ます 

③ メイトウ情報チャンネル 区の You Tube チャンネルを開設し、広報なごやの掲載記事と

連携した動画や各種イベント、啓発事業等の動画を放映します 

施策(2) 生涯を通してスポーツや文化・芸術活動に親しむまちづくりを進めます

事 業 名 事 業 概 要 

④ 若い世代の文化・芸術活動応援事業 学生を対象に文化・芸術活動の発表の機会を設けるとともに、区

内文化芸術団体の協力により文化・芸術活動の裾野を広げる事業

を推進します 

施策(3) 区民が主体となり、多様な協働・連携を るまちづくりに取り組みます

事 業 名 事 業 概 要 

⑤ なでしこパートナーシップ事業 パートナーシップ事業を様々な分野で実施し、地域とより連携を

強化するとともに近隣大学や事業者等との連携を推進します 

進

め進
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親しまれ信頼される

　　区役所をめざして  

区役所
づくり

区民会議 学生ミーティング

① 区役所が身近に感じられ、区民の立場に立ったサービスが提供されている 

  ② 区民が知りたい情報がわかりやすく効果的に提供されている

指標 直近の現状値 
目標値 

令和 5(2023)年度

区役所窓口における対応に満足している区民の割合

区政に関して知りたい情報が十分に得られていると思う

区民の割合 
59.6％ 65％

98.1％ 100％

め ざ す 姿

成 果 指 標
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施策の方向性 

施策(1) お客様に満足いただけるサービスを提供します

施策(2) 区民のニーズを的確に把握し、区政に反映します

施策(3) 区民の立場に立ち、よりわかりやすい情報発信・

情報提供を進めます

施策(4) 区内公所や関係機関等との連携を強化します

施策(5) 公共施設の適切な維持管理、保有資産の有効

活用を進めます

区民ミーティング

子どもの意見(エコフェスタ)

模擬投票を活用した子どもの意見(区民まつり)

区民ミーティングでのご意見

【窓口サービスの提供】

●より“正確・迅速・丁寧”なサービスの提供につとめます 

●待合スペースの充実など来庁者が快適で、利用しやすい窓口

環境を整備します 

●職員の接遇を高めてお客様満足度の向上をはかります 

【広聴活動】 

●区民会議の開催、区民アンケートの実施等により、区民の声

をより幅広く的確にお聴きし、区民の声を区政に反映します

【情報発信・広報】 

●広報なごや等、既存媒体の改善に加え、SNS等の新規媒体

の導入を検討し、各媒体の特性をいかした広報を進めるとと

もに、メイトウ情報チャンネル（再掲）等を利用した、広報

なごやとウェブサイト等をつなぐ仕組みを作ります 

　また、高齢化が進むなかで、情報が届きにくい区民に対し

ては直接情報を届ける機会を活用するなど、安心・安全等

の情報を取得できるように努めてまいります

【公所・関係機関等との連携】 

●区政推進会議の開催等により、区内公所や関係機関との連携

を強化します 

【施設維持管理・資産活用】 

●公共施設を適切に維持管理するとともに、区役所の保有資産

を有効活用し、一層の財源確保につとめて市民サービスに役

立てます 

名東区役所 公式Twitter
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〈 参 考 資 料 〉

区将来ビジョンの前提

となっている現状と課題

昭和 30 年の名東区

平成 27 年の名東区
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数値でみる名東区の現状１

（１） 人口と世帯の動向　

（人口）

●猪高村が名古屋市に合併し千種区に編入された後 20 年間で人口が 10 倍に、名東区誕生から 40

年余でさらに 2倍に増加しましたが、ここ 2年間は増加傾向が止まり微減しています。

区分
昭和 30年
（千種区編入）

昭和 50年
（名東区誕生）

平成 29年 平成 30年 令和元年

人口 8,519人 89,088人 166,131人 165,589人 165,287人

（昼間人口）

●名古屋市全体では昼夜間人口比率が 100%を超え、昼間の人口流入が大きくなっているのに対し、

名東区は 84.9%で、昼間の人口流出が大きくなっています。

（15歳未満人口）

●名東区における 15 歳未満人口を見ると、比率は市全体より 2.6％高く 14.7％、転入者数・転出

者数ともに全市の 1割以上を占め、16区中で一番多くなっています。また、15歳未満のいる世

帯割合も、市全体より 4.2％高く 20.6％となっています。

名東区の 15歳未満に関するデータ（H30）

（高齢化）

●65歳以上人口比率は、名東区誕生以降 40年余で 3.4％から 21.8％と 6倍以上となり、高齢化が

急速に進行しています。また、認知症をはじめひとり暮らし高齢者など介護や支援を必要とする

高齢者の増加が続くと見込まれています。

3.4

21.8

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

S50 S60 H7 H17 H30

65歳以上人口比率

8,975 

10,706 

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

H26 H27 H28 H29 H30

ひとり暮らし高齢者数

区分 名東区 名古屋市

昼夜間人口比率 84.9% 112.8%

区分 人口比率 転入者数 転出者数
15 歳未満の

いる世帯割合

名東区 14.7% 1,959人 2,171人 20.6%

名古屋市 12.1％ 15,872人 17,615人 16.4％

（人）（％）

※昼夜間人口比率＝（昼間人口÷常住人口）

資料：統計なごやｗｅｂ版

資料：統計なごやｗｅｂ版、名東区開設 10周年記念誌

資料：統計なごやｗｅｂ版

（昭和 30年は 4月 5日、その他は各年 10月 1日現在の人数）

23.9%

12.1%

28.6%

14.7%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

S50 S60 H7 H17 H27 H30

15歳未満人口比率

名古屋市 名東区

資料：統計なごやｗｅｂ版

（各年 10月 1日現在）（各年 10月 1日現在）

×100
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（障害者や生活保護世帯）

●障害者手帳所持者や生活保護世帯数が増加しています。

（外国人）

●外国人比率は、市全体では 0.9％増加していますが、名東区は 0.3%と微増となっています。

（自然環境）

●名東区は、棚田や湿地など里山の風景を残した猪高緑地をはじめ自然に恵まれた環境にあります。

また、香流川や植田川では、区民や活動団体が連携・協力した清掃活動なども行われています。

公園等面積率

名東区 10.7%

市平均 7.8%

（災害）

●南海トラフを震源とする大規模な地震の発生が今後 30年以内に 70～80％の高い確率で予想され

ており、名東区はあらゆる可能性を考慮した最大規模の地震で最大震度 6強が想定されています。

想定地震の規模（名東区） 最大震度 震度階級 被害想定(死者数／建物全壊) 

過去の地震を考慮した最大規模の地震 5.7 6弱 約 10人／約 200棟

あらゆる可能性を考慮した最大規模の地震 6.1 6強 約 20人／約 400棟

6,981

7,724

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

H26 H27 H28 H29 H30

障害者手帳所持者数

1,949 

2,082 

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

H26 H27 H28 H29 H30

生活保護世帯数

1.7% 2.0%

2.2%

3.1%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

H26 H27 H28 H29 H30

外国人比率

名東区 名古屋市

※公園等面積率：公園・緑地 + 宗教・文化用地面積

（人） （世帯）

資料：平成 30年度学区別生活環境指標

（区作成）安心・安全で快適なまちづくり協議会・活動報告

資料：（区作成） 名東区の障害者手帳所持者数等について・（健康福祉局作成） 生活保護統計

（各年 1月現在）

（各年 10月 1日現在）

（各年 3月末現在）

資料：（防災危機管理局作成） 南海トラフ巨大地震の被害想定について

資料：統計なごやｗｅｂ版

654 650

400

600

800

1,000

1,200

H26 H27 H28 H29 H30

香流川及び植田川の

清掃活動参加者数

（人）

（２） 名東区を取り巻く環境
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●名古屋市が、過去最大の観測雨量を記録した東海豪雨等を基に作成したハザードマップによると、

主に香流川や植田川周辺に浸水の可能性が点在しており、最大浸水深は 1.3メートルと想定され

ています。

大雨による浸水想定（名東区） 最大浸水深 地域

東海豪雨：1H雨量 97㎜／24H雨量 535㎜ 1.3ｍ 主に香流川及び植田川流域の一部地域

名東区で過去に起きた主な風水害 最大降水量 被害

昭和 58年／台風 10号集中豪雨 72.5mm/h 床上浸水 7世帯、床下浸水 190世帯等

平成 12年／東海豪雨 97.0mm/h がけ崩れ、香流川堤防の表法面崩壊

➣防災マップの最新情報は、名古屋市公式ウェブサイトからご覧になれます。

http://www.city.nagoya.jp/ 名古屋市 防災マップのページ 検索

（地域コミュニティ）

●地域コミュニティの根幹となる町内会の推計加入率は低下しており、子ども会やなごやかクラブ

（老人クラブ）など地域団体の会員数が減少しています。

（住宅）

●名東区は、名古屋市全体に比べ、持ち家の割合が低く借家の割合が高い、また、一戸建ての割合

が低く共同住宅の割合が高いという特徴があります。

住宅に関する名東区と名古屋市の比較

住宅総数 持ち家 借 家 借家の割合 戸建て 共同住宅 共同住宅の割合

名東区 73,880 32,500 39,990 54.1% 20,510 51,850 70.2％

名古屋市 1,070,000 503,100 531,500 49.7% 341,600 701,800 65.6%

81.5

74.1

65

70

75

80

85

H24 H28 H30

町内会推計加入率（％）

5,056

4,023

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

H26 H27 H28 H29 H30

子ども会会員数

2,968

2,544

2,000

2,300

2,600

2,900

3,200

H26 H27 H28 H29 H30

なごやかクラブ会員数（人） （人）

資料：平成 30年度学区別生活環境指標、(区作成) 子ども会運営助成金算定資料、

（区作成） 名東区内なごやかクラブ（老人クラブ）数・会員数の変化と高齢人口

資料：（総務省統計局ＨＰ） 平成 30年住宅・土地統計調査結果

資料：（防災危機管理局作成） あなたの街の洪水・内水ハザードマップ 名東区版

資料：（区作成） ～歴史から学ぶ～名東区災害の歴史

（３） 暮らし・生活環境
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（治安・交通安全）

●名東区の刑法犯認知件数は減少傾向にあります。また、交通事故件数（人身事故）も減少傾向に

ありますが、依然として多くの事故が発生しています。

（火災・救急）

●名東区の火災件数は、年度ごとの増減はあるものの年間 30 件程度、救急出動件数は過去 5 年で

1割程度増加しています。

（生活環境）

●歩行者の妨げとなる放置自転車の撤去数は減少しています。また、周辺環境に影響を及ぼす不適

切な状態の空地や空家については、毎年地域の方の協力を得ながら、調査・指導等を行っていま

す。ペットに関する苦情は、全体的には減少しているものの依然として数多く寄せられています。

生活環境問題に関する件数の推移

区分 H26 H27 H28 H29 H30

自転車等撤去数 2,716 2,720 2,311 1,948 1,624

空地の通報(調査)件数 302 271 209 159 240

空家の通報(調査)件数 29 94 128 121 128

ペットに関する苦情件数 415 255 317 306 274

（スポーツ、文化・芸術活動）

●名東区では、各種スポーツ大会が活発に行われており、ジュニアスポーツクラブは全学区で展開

されています。また、演劇やダンス、音楽など様々な分野のグループ・団体等が名東区を中心に

文化芸術活動を行っています。

ジュニアスポーツクラブの設置学区割合（平成 30年 6月現在）

区分 名東区 市平均

設置割合 100% 66%

820 587 
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交通事故件数

(人身事故)

1,734 
1,035 
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刑法犯認知件数

27
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火災件数

6,304

7,073
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7,000
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救急出動件数

（件） （件）

（件） （件）

資料：（教育委員会作成）地域ジュニアスポーツクラブ設立状況

資料：統計なごやｗｅｂ版等

資料：統計なごやｗｅｂ版等

資料：（区作成） 安心・安全で快適なまちづくり協議会資料・狂犬病予防・動物の愛護及び管理に関する報告

− 33 −



（区民アンケート）

●平成 29年度の調査結果は、同様の調査をした平成 22年度と同じ傾向にあり、実現度が低く今後

重視すべき施策は、「高齢者に対する福祉がゆきとどいたまちづくり」「災害に対する備えが整っ

ているまちづくり」となっており、また、実現度は高いが今後も重視すべき施策は、「犯罪のない

安全なまちづくり」、次いで「子どもを産み、育てやすいまちづくり」となっています。

「施策の実現度」と「重視すべき施策」の散布図

●平成 30年度の調査で、区政運営方針に掲げる取り組みにおける「関心の高い取り組み」につい

て聴いたところ、防犯や交通安全、そして児童虐待に関する関心が高く、安心・安全なまちづく

りに対する区民ニーズが高いことがわかりました。

関心の高い取り組み

順位 取り組み 割合

1位 地域防犯力の向上 78.2％

2位 交通事故のない安全なまちづくり 77.8％

3位 児童虐待の防止 72.7％
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子どもを産み、育てやすいまちづくり

犯罪のない安全なまちづくり
高齢者に対する福祉が

ゆきとどいたまちづくり

災害に対する備えが

整っているまちづくり

経済が好調で元気なまちづくり

障害者にも暮らし

やすいまちづくり

音楽、美術などの芸術・文化活

動がさかんなまちづくり

人が多く集まる活気に

あふれたまちづくり

歴史や伝統を大切にする

まちづくり

全ての人の人権が尊重され

ているまちづくり
いろいろな国の人と暮ら

しやすいまちづくり

環境に優しいまちづくり

今後重視すべき施策

施策の実現度

水辺、緑など自然環境の

豊かなまちづくり

資料：平成 29年度名東区区民アンケート結果

資料：平成 30年度名東区区民アンケート結果

（４） 区民の意識
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取り組み分野ごとの現状と課題２

（１） 子育て・若者

【現 状】

〇子ども、子育て世帯が多い地域

〇子ども、子育て世帯の転出入が多い地域

〇区民の関心が高い児童虐待

【課 題】

〇地域で子育てを支援する環境づくり

〇妊娠期から就学まで途切れのない支援

〇子育ての孤立感や負担感の低減

〇児童虐待の早期発見、早期対応

（２） 健康・福祉

【現 状】

〇高齢化の急速な進行

〇要介護者や要支援者の増加

〇障害者、生活保護世帯の増加

【課 題】

〇地域で安心して住み続けられる仕組みづくり

〇高齢者等の日ごろの見守り

〇健康づくりと社会参加の場づくり

〇障害者や生活保護受給者等のサポート

（３） 安心・安全

【現 状】

〇最大震度 6強の地震想定

〇最大 1.3mの浸水想定（内水はん濫）

〇刑法犯認知件数や交通事故件数の減少

〇区民の関心が高い防犯や交通安全

【課 題】

〇災害に備えた自助力の向上

〇地域全体の災害時対応力の向上

〇犯罪や交通事故のないまちづくりの更なる推進

（４） 暮らし・環境

【現 状】

〇3大緑地を始め自然に恵まれた環境

〇駐輪ルールの不徹底

〇継続的なペットに関する苦情

〇不適切な状態の空地、空家の存在

【課 題】

〇豊かな自然環境の維持管理と次世代への継承

〇自然に触れ合う機会の創出

〇生活のルールやマナーが守られた快適なまちづくり

〇空地・空家の適正な管理

（５） 地域・魅力

【現 状】

〇町内会加入率の低下

〇子ども会・老人クラブ会員数の減少

〇盛んなスポーツや文化芸術活動

【課 題】

〇地域コミュニティ活動の活性化と交流の支援

〇地域団体等との連携・協働によるまちづくり

〇文化やスポーツの更なる振興

〇区の魅力の更なる発掘とその継続的な発信
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